
　
　

平
成
31
年
３
月
に
行
田

市
公
立
学
校
適
正
規
模
・
適

正
配
置
の
基
本
方
針
及
び
再

編
成
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ

れ
に
基
づ
き
統
合
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
北
河
原
小
学
校
は
、
令

和
２
年
５
月
１
日
時
点
で
全

校
生
徒
数
が
22
名
で
あ
り
、

複
式
学
級
の
解
消
は
待
っ
た

な
し
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中

で
北
河
原
小
学
校
、
荒
木
小

学
校
、
須
加
小
学
校
と
見
沼

中
学
校
を
義
務
教
育
学
校
に

統
合
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

栃
木
県
佐
野
市
は
、
２
０
４

７
年
ま
で
に
全
て
の
佐
野
市

内
の
小
・
中
学
校
を
義
務
教

育
学
校
に
再
編
す
る
と
し
て

い
る
。
一
方
で
本
市
の
計
画

は
、
最
終
的
に
北
部
の
み
が

義
務
教
育
学
校
に
な
り
、
他

の
地
域
は
小
中
一
貫
型
小
学

校
・
中
学
校
と
の
こ
と
で
あ

る
。
市
全
体
で
義
務
教
育
学

校
化
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

令
和
４
年
か
ら
10
年
間
、
見

沼
中
学
校
区
で
実
施
後
、
令

和
14
年
か
ら
北
部
の
み
義
務

教
育
学
校
に
す
る
理
由
は
。

　
　

小
中
一
貫
教
育
を
市
内

全
体
で
進
め
て
い
く
中
、
９

年
間
の
系
統
的
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
の
教

職
員
組
織
を
構
築
す
る
ほ
か
、

小
中
乗
り
入
れ
授
業
、
各
種

交
流
授
業
な
ど
を
実
施
す
る

上
で
施
設
一
体
型
の
義
務
教

育
学
校
が
最
も
効
果
が
期
待

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
北
部
地
域
の
み
を
義
務

教
育
学
校
に
す
る
計
画
は
、

義
務
教
育
学
校
と
し
て
の
成

果
を
踏
ま
え
、
現
行
の
計
画

を
見
直
し
て
い
き
た
い
。

　
　

教
育
委
員
会
は
、
義
務

教
育
学
校
が
、
現
段
階
で
理

想
だ
と
い
う
考
え
で
よ
い
か
。

　
　

理
想
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け

る
委
員
会
・
審
議
会
情
報

○
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

○
指
定
管
理
者
制
度

○
子
ど
も
医
療
費
無
償
化

学
校
統
合
に
つ
い
て

福 

島 

智 

雄
（
れ
い
わ
創
生
の
会
）

　
　

令
和
元
年
台
風
19
号
災

害
対
策
検
証
報
告
書
が
作
成

さ
れ
、
本
年
７
月
に
佐
間
地

区
に
係
る
台
風
19
号
防
災
対

策
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、

外
水
対
策
の
取
り
組
み
で
あ

る
忍
川
整
備
計
画
に
基
づ
く

河
川
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
県
と
の
打
ち
合
わ
せ
、

連
携
、
協
力
体
制
は
。

　
　

事
業
主
体
で
あ
る
埼
玉

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
令

和
３
年
度
か
ら
５
年
間
の
新

規
事
業
と
し
て
国
へ
要
望
し

て
お
り
、
事
業
採
択
に
向
け

順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。
市

と
し
て
も
、
早
期
実
現
に
向

け
緊
密
に
連
携
し
、
最
大
限

の
協
力
を
し
て
い
く
。

　
　

検
証
報
告
書
や
説
明
会

等
で
言
わ
れ
て
い
る
地
下
貯

留
施
設
や
調
整
池
を
整
備
し

な
い
理
由
は
。

　
　

現
在
、
埼
玉
県
が
進
め

て
い
る
調
節
池
の
整
備
効
果

を
見
極
め
た
上
で
検
討
し
て

い
く
。

　
　

現
在
、
市
内
で
実
施
し

て
い
る
内
水
対
策
事
業
の
効

果
や
事
業
費
は
。

　
　

西
新
町
及
び
藤
原
町
一

丁
目
地
内
の
２
地
区
で
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度

の
事
業
費
は
合
わ
せ
て
、
２

億
２
７
０
０
万
円
、
事
業
効

果
は
、
最
大
雨
量
38
㎜
の
降

雨
の
際
に
２
地
区
と
も
浸
水

被
害
が
な
く
、
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
認
識
す
る
。

　
　

来
年
度
以
降
の
市
の
内

水
対
策
事
業
の
予
定
箇
所
と

実
施
内
容
は
。

　
　

具
体
的
に
は
決
定
し
て

い
な
い
が
、
引
き
続
き
市
民

が
安
心
で
き
る
災
害
に
強
い

ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
の
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に

に
つ
い
て

　
　

広
域
化
の
勉
強
会
を
近

隣
市
に
打
診
す
る
と
の
こ
と

だ
が
そ
の
結
果
は
。

　
　

小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
隣
接
地
建
設
に
向
け
た
勉

強
会
に
羽
生
市
が
参
加
し
、

こ
れ
ま
で
に
２
回
開
催
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

小  

林
　 

修
（
市
民
と
共
に
働
く
会
）
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忍
川
の
溢
水
対
策
と
し

て
、
田
ん
ぼ
に
水
を
た
め
て

一
時
的
に
忍
川
に
流
入
す
る

水
を
少
な
く
し
て
忍
川
の
水

位
を
下
げ
、
内
水
排
除
を
可

能
に
す
る
田
ん
ぼ
ダ
ム
を
市

長
に
提
案
し
た
が
、
こ
の
田

ん
ぼ
ダ
ム
は
、
ど
の
程
度
水

を
た
め
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

　
　

田
ん
ぼ
ダ
ム
を
設
置
し

た
場
合
の
た
め
ら
れ
る
水
量

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市
内

17
の
多
面
的
機
能
団
体
に
取

り
組
み
を
依
頼
し
て
お
り
、

そ
の
総
面
積
の
１
０
９
２
ha

に
お
い
て
田
ん
ぼ
の
底
地
か

ら
高
さ
10
㎝
ま
で
滞
水
さ
せ

た
場
合
の
滞
水
量
は
約
１
０

９
万
㎥
に
な
る
も
の
と
推
計

し
て
い
る
。
田
ん
ぼ
ダ
ム
設

置
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
多

面
的
機
能
団
体
の
代
表
者
宅

に
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
田
ん

ぼ
ダ
ム
の
概
要
を
説
明
の
上
、

取
り
組
み
の
依
頼
を
行
っ
た
。

各
代
表
者
か
ら
は
好
意
的
、

協
力
的
な
感
触
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
は
農
業
委
員
会

だ
よ
り
「
あ
ぜ
み
ち
」
等
を

通
じ
て
市
内
全
農
業
者
へ
田

ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
周
知
を
図
り
た
い
。

　
　

流
域
に
関
わ
る
市
民
、

自
治
体
、
企
業
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
関
係
者
が
、
流
域
全
体

で
行
う
治
水
「
流
域
治
水
」

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　

近
年
、
頻
発
化
・
激
甚

化
す
る
水
害
リ
ス
ク
に
備
え

る
た
め
、
国
に
お
い
て
全
て

の
関
係
者
が
主
体
的
治
水
に

取
り
組
む
流
域
治
水
へ
の
転

換
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
、
荒
川
、
利
根
川
、
中
川
、

綾
瀬
川
の
流
域
治
水
協
議
会

が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
、
来

年
３
月
を
目
標
に
流
域
全
体

で
早
急
に
実
施
す
べ
き
対
策

を
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
取
り
ま
と
め
る
予
定

で
あ
る
。
構
成
員
で
あ
る
本

市
も
流
域
の
一
員
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
と
一
丸
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

治
水
対
策
・
台
風
19
号

　
　
　
　
防
災
対
策
の
検
証

髙 

澤 

克 

芳
（
み
ら
い
）
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